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パレスチナオリーブオイルの供給を担つている(株 )オルター・トレード・ジャパン(以下「ATJ」 )から、

AT」が取り組んだ『「ガザ地区の恒久停戦とパレスチナの和平を求める」声明』と、『ガザ地区緊急支援

キャンペーン』の活動報告が届きました。

わたしたちは、生活クラブ生活協同組合として、この声明に賛同し、緊急支援キャンペーンでは、力

ンパを送りました。

イスラエルは、イランヘも攻撃を始めました。報道は、センセーシヨナルな方を伝えますので、何も終

わっていないパレスチナの現状は、なかなか伝わつては来ません。前回のさざなみ号外にも掲載し

た、滋賀に交流会に来てくれた生産者の言葉を再掲します。わたしたちひとりひとりの力は小さいで

すが、決して無力ではありません。できることをやり続けましょう。

☆AT」 からのメールと、メールとともに届いた幸限告書をお届けし

ます。

区コこの度は「ガザ地区の恒久的停戦とパレスチナの和平を求める」声明に

団体賛同をいただき、誠にありがとうございました。生活クラブからは連合会及び関西を含む 16の単協

からご賛同を頂きました。賛同署名も5月 15日で終了しました。簡単ではございますが、報告をお送りい

たします。

ガザ地区とヨルダン川西岸地区ではまだイスラエル軍によるジェノサイド、軍事攻撃が継続していま

す。今後もオリーブオイルを通して現地とつながつている団体として、パレスチナの和平のためにできる限

りのことをしていく所存です。今後ともどうでよろしくお願いいたします。

号外

生産者交流会で、わたしたちにできることは何でしょうか。という問いに対し、生産者は、

「オリーブオイルを利用し続けてもらうことんミ、わたしたちとのつながりを続け、強くしていく

こととなります。みなさんが食べ続けてくださることが、わたしたちの暮らしを支えてくださ

ることになります。そして、パレスチナを見続けていただきたい。」と話してくれました。編
聟
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爛オルター・ トレー ド。ジャパン

代表取締役 山下万里子

ガザ地区緊急支援キャンペーン活動報告

拝啓 時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚 くお礼
申し上げます。

2023年 10月 以降のイスラエル軍によるガザ地区でのジェノサイ ド (集団殺鉄)が もたらした破

壊的な被害に対して、パレスチすのオリーブオイルの 2つの出荷団体、アルツーフ (Al‐ReeD社
(パ レスチナ農業復興委員会 PARCのフェア トレー ド事業会社 )、 及びパレスチナ農業開発セン
ター (UAWC)では海外の関係団体に寄付を呼びかけて、翌 11月 初めより物資の緊急支援を始め
ました。両団体からの支援要請を受けて、日本田内でモ♪ご協力を呼びかけたところ、多数の団体・

個人の方から総額 35.696,930円 )ヽの 家金を頂き、送金することができました。改めまして、皆さ

まのご支援に心より感謝の意を申し上げる次第です。

今年 2月 に UAWCよ り「ガザの飢餓を止めろ」キャンペーン、4月 にアルリーフ社より「ガザ地
区に希望をJキ ャンペーンの支援活壷)J中間報告を受け取りましたので、ご報告致します。 日本か
らの支援金はアル リーフ社の活動に活用されましたが、PARCはアルリーフ社とは別途に海外か
らの寄付をもとに支援活動を展開してきました。その支援実績も添付します。
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生活クラブ滋賀

理事長 秋久保 由紀様

蜘オルター 。トレー ド・ジャパン

取締役社長 山下カロl子

「ガザ地区の恒久的停戦とパレスチナの和平を求める1賛同署名ご報告

拝啓 時下ますますご清祥のこととお喜び中し Jとげます。平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼
中し上げます。

ATJは 「パレスチすの和平を求めるアクション実行委員会 |のメンバーとして、パ レスチナで活

動する NGOと ともに 「ガザ地区の恒ア人的停戦と′ヽレスチすの和平を求めるJ声
')]を
発表 し、広

く団体・個人の賛同老イ1を集め、
/ホ
務大Hi及び関係議員へ提出 しました。

多くの方にご署名ならびに情報拡散にご協力いただき、誠にありがとうございました。

最終的に以下団体・個人の方から署名をいただきましたのでご報告中し上げますc

敬 具

記

<賛同者/2025年 5月 15日 集計>

団体 :309団 体  個人 :4329名 (非公開含む)

賛同者の詳細は以下よりご確認 ください。

littpSi〃WWw,ntto‐ ivc.4eと/activitv/advOcacw/20250310_gazastatement.html

※ページ下部に記載 されています。

以 上



部 eeF
報告 :2025年 4月 16日

ガザ地区に希望を 募金キャンペーン報告

>キ ャンペーンの目的
2023年 10月 7日以降に始まったガザ〕也区でのジェノサイドに対応し、アルリーフ社 (オ リ

ーブ出

荷団体の一つパレスチナ農業復興委員会/PARCの フェアトレード事業会社)は、2023年 10月
22

日に募金キャンペーン「ガザ地区に希望を」を開始しました。このキャ
ンペーンの目的は、イスラ

エル占領軍による侵攻の影響を軽減することにあります。この侵攻により、ガザ地区
では貧困が深

刻化、大規模な破壊、死亡者 64,000人 以上、負傷者 Hl,000人以上、住居の破壊と喪失
がもたら

され、食料 。清潔な水・生活必需品の喫緊の必要性が増しています。ア
ルリーフ社は、難民キヤン

プや国連パレスチナ難民救済事業機関 (UNRWA)の学校、その他の避難所に避難している人々に

対し、食料などの人道支援物資を送ることで支援を行っています。

岡連によると、戦争中にガザ地区全体で少なくとも 190万人 (人日の約 90%)が避難を強いら

れ、繰り返 し避難 し、中には 101!1以 ll避封tし ている人もいます。2025年 1月 から
の停戦は 3月

18日 のイスラエルによるガザ地十二への爆撃により破られ、わずか 1ケ 月で 1,630人 以上が死亡

し、50万人以上が再び避難を強いられました。ガザ地区では全住宅の 920/0が損傷ま
たは破壊され

ました。今でも緊急支援、避難所、生活必需品の差し迫った
エーズがあり、復興には 530億 ドル以

上が必要と見積もられています。

2025年 3月 2日 から過去 2ヶ 月間、イスラエルはラマダン期間中、支援物資 トラックのガザ地区

への搬入を止めていますが、アルリーフ社は引き続きキヤン
ペーンを継続し、支援を届ける機会を

待っています。

>寄付者 (2025年 4月 16日現在)

アルリーフ社は、このキヤンペーンを通じて 747,H2シ ェケル (約 2985万 円)を 集めました。
こ

のキャンペーンは、フエアトレード団体、消費者、ボランテイア、
パレスチナ連帯運動など、国際

的なパートナーを通 じて広 く宣伝されました。多くの国から銀行振込や契約締結
を通じて寄付が寄

せられました。

> 寄付元の国と団体

日本 :互恵のためのアジア民衆基金 (APF)

スイス :KampaBne Olivenё l aus Palastina

ベルギー :Oxfam Fair Trade

イタリア :AItЮ mercato CTM

フランス :Artisans Du Monde

※生協、団体、個人からの募金集約



パレスチナ :Palestinian Food industries Union

>寄付金の使用用途
アルジーフ社は、西岸地区のパレスチナ人農家から以下の農産品を購入するために寄付金を活用し

ています :

● マジョールデーツ (ナ ツメヤシ)'ペースト (lkgパ ツク)
● ザアタル (タ イムスパイス)(lkBパ ック)

・  フリーケ (緑のロースト小麦)(7008パ ツク)

・  エキストラバージン・オリーブオイル (3リ ットルボ トル)
● その他適した食品

これらの製品は、栄養価が高 く、簡単な調理で摂取でき、常温での長期保存が可能なため、ガザの

状況に適しているものです。

>キ ャンペーンの流れ
アルジーフ社は、西岸地区の農家から食品を購入することで、経済的に困難な状況にある農家の支

援も行つています。第 1便では、ザアタル、マジョールデーツ・ペースト、フリーケを計 20パ レ

ット準備しました。

2024年 5月 、イスラエルによリガザ地lメ との 1]境が閉鎖された後、南部のカレム
。アブ・サレム

検問所経由で支援物資を搬入できる可能性があると通知されました。2024年 5月 26日 に支援物資

を積み込みましたが、イスラエル当局はパレスチナ側の支援 トラックの通行を再度禁止し、わずか

なトラックだけが通過を許可され、その後長期間に渡って国境は再び閉鎖されました。

このため、アルリーフ社は品質保持のため、西岸地区北部のトウルカレムの倉庫に支援物資を保管

し、その後、アル・ラムにある自社倉庫に支援物資を戻さぎるを得ませんでした。

ガザに届けられた支援品の経費の内訳  (単位 :シ ェケル、1シ ュケルは約 4円 )

製品 数量 単価

(送料・保険代込み)

総額 (税込)

フリーケ 700g 9,000 8,15 73,350

スパ イス入 リザアタル lk8 4,000 21.15 84,600

マジョールデーツ・ペースト lkB 4,590 20.6 94,554

ノト計「 252,504

合計  (運搬費込) 271,206
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支援物資を準備するアルリーフ社のスタッフ

>ヨルダン・ハシェミット慈善機構 CHCO)を通じた支援物資配送
アルリーフ社は、ヨルダンI室が竹帖する)HCOを通じて支援物資をガザヘ届けることを決定し、

2024年 8月 25日 にヨルダンヘ支援物資を発送しました。そして、2024年 10月 25日 に、ガザ北

部にあるPARCの倉庫にようやく物資が到着しました。

JHCOはアンマンの倉庫からイスラエル領内を経由し、北部のジキム検問所を通ってガザヘ輸送。

PARCの ガザ支部が支援物資を受け取り、スタッフがボランテイアと共にPARCの支援対象区の

人々へ画じ布しました。

JHCOは、国内外での慈善活動、人道支援、難民支援を行うヨルダン王室直属の非営利団体です。

様々な非営利団体や組織と協同して、世界中の被災地域や難民を支援しています。パレスチナやガ



ザ地区の人々への支援も実施し、学校や医療センター、難民キヤ
ンプの設立・管チ珂lも担っていま

す。アルリーフ社は、J卜lCOの 'Ll岸地区代表を通
じて正式な中請を行い、西岸地区においてガザ

ヘ

の支援物資配送ができた‖ft一 の回1体となりましたc

>支援物資の配布
アルジーフ社がガザに送った支援物資の分配は、PARCが担当しました。PARCは、西岸およびガ

ザ地区で農業開発プロジェクトを腱‖Hし ており、現地スタッフとボラ
ンテイアが、対民キヤンプ、

UNRWAの 学校、避難所などで被災した人 へ々支援物資を配布しました。

>第 2便および今後の支援について

キャンペーンによる残りの資金と、現在も継続的に寄せられている国際的な支援
により、アルリー

フ社は第 2使の支援を近口中にlil llli tン てい〔kす c第 21'とには、2024イ千
i産の新しいオリーブからと

れたオリーブオイルを主に胎|け る ,■定です。これは、売れ残つたオリ
ーブオイルの買い取りによる

農家支援 (2年連続で状況が困難な中で収穫・製造)と 、ガザの人々
への人道支援という二重の効

果があります。

アルリーフ社は、このキヤンペーンに|うJわ ったす
べての人々に深く感f身|し ています。ガザ地区での

危機の規模に比べればささやかな支援かもしれませんが、何らか
の形で行動を起こす一人ひとりの

貢献に心より感謝申し上げます。

【西岸地区の状況】

2025年初頭より、耳スラエル軍はヨルダン川西岸北部のトウルカレムやジェ
ニン、同市内にある

難民キヤンプに対し継続的な攻撃を行っています。



ジェニン難民キヤンプでは、21,()00人 が避期|を
jaい られ、市の報告によると、すべての道路/通路

が破壊され、キヤンプに住んでいた 3,200世帯が避難、600棟の住宅が破壊されまし
た。攻撃によ

り86日 間で 38人が死亡、数十人が負傷、数百人が拘束されました。

トゥルカレム市街、巾内にあるトウルカレム琲民キヤンプ、 ヌールシャム業社lミ キヤンプでは、79

日間の攻準で 13人が死亡 (rど も1人、女|イ li 2人 を含む、女IJ二 のうち
一人は妊娠 8ケ 月のアス

性)。 24,000人以上が立ち退きを余儀なくされ、396棟 の住宅が完全
に、2,573棟が部分的に破壊

されました。

上述のようにlテし1岸地区でも厳 しい状況となつており、ア
ルリーフネ|:は、今後「ガザに希望を 募金

キャンペーン」の資金の一部を、ジェニンとトウルカレムの業

“

民キヤンプにおける人道支援プロジ

ェクトに転用することを検討 しています。その場合、アルリーフ社は計画内容
について寄付者の皆

様にご報告いたします。これらのキャンプではすでにイ
ンフラが荒廃し、破壊された衛生設備、水

不足などの問題を抱えています。十分な換気や基本的なサ
ービスのない過密な住環境での生活、失

業率と貧木l率 も高く、現在では数千人が避州t生活を1刊子び強
いられています。

西岸地区とガザ地区に存在する 32の 期t民 キヤンプは、 1948F卜 に
パ レスチナ人が

'a制

移住 させ られ

以上
たナクバを再現する状況におかれています。
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PARCrs INTERVENT10NS
IN GAZA STRIP

生活用水の支援

13,392枚

370,94尋パック

螺盛

295,200

738セウト|

食料支援

食料引換券

PARC has diStributed 18,0612

E一 voucher to benefit

94,464人分
people ili Ga2a Strip

食料パツク

PARC has distributed 252,432

food parceis(freShl Canned)t。

benerit

1′ 854「720人分
people in Oaza Strip

温かい食事

PARC h`xs distttbuted 262ァ 6Sb

hot rneais to beneit

590「400人分

114J048トン 飲料水

PARC has distributed 98.208 in8 to

beneFit

1′026,120人分
peopte in Gaza Strip

93J234セット 洗面用異など

PARC hそ】s distriも、,ted

50ィ 239 Hygiene ktts to

benefit

466,272人分
peopie in Ga2a Strip

10▼920セット 生理用品

PARC has distttbuted 2′442

Dignity kits to bonett

i49,920人分
■i離翻en h daza stⅢ p

2041回―

PARC haS distrlbuted

152WC rac,litiesto

る04額t



「Stopttγ移業lf培躍風」
(ガザの飢餓を止めろ)」
告 (2025年 2月 )

人道支援と再建のための努力が盛り込まれた2025年
1月 19日 の停戦合意にもか

かわらず、イスラエル占領政府は、その実施を組織的に妨害
してきています。

UAWCでは、拡大する危機への対応として人道支援活動を大幅に強化してき
まし

た。「ガザの飢餓を止めろJキ ヤン
ペーンは、緊急救援物資を配布し、生計の維持を

応援し、避難生活を余儀なくされている家族を支援する
というミッシヨンを掲げ、

揺らぎない活動を続けています。多様な取り組みを通
じて、長期的な回復力のため

に活動するとともに、被害を受けた人びとの最も差し迫
つたニーズに応えることを

継続していきます。

囀
パレスチナ農業開発センター (UAWC)

2025年 2月 23日

UAWC

<2023年 10月 から2025年 2月 までの主要な実績 >



麟験事選節〕◆継滅支援

2,209人 へ無条件の現金援助
(―入 :こつき,す◇CЮ lとS=絢40r008附 |

2伊299
爛 機 S ttCettved m帥 曲 試 ‐艤
taSh  a33iSt魯 nte  t争 ,OOO  ,こ 3  per
benericiery〕

どob crttation;》 ro9raTTIs

iねptettented for

43
workers
43人の雇用創出プログラム

厨礎種 とおB Attstatte
attd Econo翼輯CS山甲四門r監



駐葉や家議への支争避
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家畜所有者に対して、家畜の健康を維持するために必要な物資と飼料の配布
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2025年 2月までに、本キャンペーンで支援を受けた人の合計は

軽べ1ュ奮93r760人掟のとぎります◇
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緊急敷搬と持観可能な復興交機を通こでハレスチナの人びとを支盤
するというUAWCの確調と与たコミットメントを強調じます
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